
エンターテイメント文具店
HORITA
株式会社ホリタ

代表取締役社長 堀田隼史



＜登壇の目的＞

①協力者の拡大

②資金調達１億



ほりたとしふみ
1982年生まれ 41歳
母は文具屋(前社長)   父は教師(元中学校校長)

2000年 早稲田大学商学部入学
2004年 大和証券入社
2008年 株式会社ホリタ入社 (26歳)
2014年 3代目社長就任 (31歳)



会社概要
社名： 株式会社ホリタ

創業： 1950年

店舗数：福井県内に6店舗

従業員数：55名

資本金：2000万

年商：６億円



ホリタのあゆみ
1950年：商店街に店を構え、学校・役所などへの納品業が中心
2000年：初の郊外大型店・大願寺店オープン
2014年：北陸最大300坪の旗艦店・春江店オープン
2022年：新業態LIFE CANVAS店をオープン
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文具店の現状

・少子化

・ペーパーレス化

・EC購入率UP

・異業種での販売

・売価の下落



身近なディズニーランド



エンターテイメント
文具店



6店舗合計・年間来店数

700,000人



10万人に1店舗の
ドミナント出店
（業界No.1）



共感して集まったスタッフ50人



平均年齢29歳



文具のポテンシャル

誰もが
プラスな感情を
抱くもの

今の時代に
真に

必要なもの＋



４つのオリジナルを創る

文具の聖地を創る

小型店の全国展開

HOP

STEP

JUMP

1年後

２年後

３年後

HOP！STEP！JUMP！大作戦

今の時代に真に必要とされる
ブランドを創る3つの手順



４つの

オリジナル

商品

コンテンツ

コミュニ
ティ

イベント

ここにしかない・
ここでしかできない

「唯一無二」を創る

手順1
HOP



４つの

オリジナル

商品

コンテンツ

コミュニ
ティ

イベント

キャラクター
【絶対的な動機】

アトラクション
【常にできる体験】

パレード/ショー
【その時々でできる体験】

ファンクラブ
【人と人のつながる場】

ディズニーランドがわざわざ
選ばれる理由もこの4つのMIX！



えんぴつの取り組み
～はじめての相棒～

かきたい！
えんぴつ
（大切に使う）

えんぴつ神社
（使い切る）

えんぴつ供養祭
（感謝する）

えんぴつの木
（共に創る）

新入学おうえん隊
（試す・名入れする）

４つの
オリジナル
(弊社実例)

コミュニ
ティ

イベント

商品

コンテンツイベント



福井(越前)

日本で唯一の紙の神様・大瀧神社

手順2
STEP

繊維・めがねなど

ものづくりの
集積地

1500年続く
紙の歴史

福井のホリタを「文具の聖地」に



ホリタ文具

エンター
テイメント性

大衆性

2年前にOPENしたLIFE CANVAS店

手順2
STEP 福井のホリタを「文具の聖地」に



ホリタ×文具×福井

福井のホリタを「文具の聖地」に
手順2
STEP

LIFE CANVAS店を文具の聖地に



イメージ

・カスタム文具（レーザー機・活版印刷など体験型でオリジナルの文具を）

・オーダーメイドノート（適性診断で自分に合ったノート作り）

・アートと知育の学び場（学校でも塾でもない学び場）

・限定POP UP（文具メーカーや有名作家さんとのコラボ企画）
・月額コミュニティ（会員限定の体験サービス）

小型店の全国展開

パッケージ化して30～40坪で展開

手順3
JUMP



店舗数推移 出店エリア

1
4

10

18

28

40

55

2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032

手順3
JUMP 小型店の全国展開



是非、
わが町にホリタを！

ニッポン全国に
100店舗



株式会社ホリタ
代表堀田隼史(ほりたとしふみ)
t.horita.horita@gmail.com



人生のキャンバスに彩りを

HORITA が身近に寄り添うことで、あなたの人生が
今よりもっとイロドリ豊かなものになると信じている

心の豊かにつながる「余白」を持つこと
人との「つながり」を大事にすること
「自分らしさ」を大切に生きること

人間が人間らしく人生を歩める
そんな社会を創りたい


